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Window Model) と唱導連携モデル (Advocacy
Coalition Model) と政策フォーチュンモデル



















Can Model) の基本的視座に依拠して, 政策形
成の現場を ｢組織された無秩序｣(2) ととらえた｡
しかしゴミ箱モデルとは違って, 政策形成の本質
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分子の浮遊状態に見立て, それを ｢政策原子 (プ







































































つかむこと, つまり ｢鉄は熱いうちに打つ｣ こと,
それも運動の弾みと輪を広げるために ｢楽しみな









年刊) を補訂して第二版を 03年に出し, 補章で
80年代以後の政策動向を追い, 政策の窓モデル




























































オルソン (Mancar Olson) からジェームズ・ブ
キャナン (James Buchanann) らに至る公共選
択理論 (Public Choice Theory) にならって,
巨大で多様な利益集団が, 全体の公共利益を食い





























































ミズムをまた, 明らかにした｡ 薮野祐三教授 (九
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